













Using Chinese cross-province data, we examine the long-run relationships between natu-
ral disasters, capital accumulation, growth in total factor productivity, and economic growth.
Controlling for initial income per capita and fertility, we first show that higher frequencies of
climatic disasters, such as wind and flood, are positively correlated with economic growth,
while those of geological disasters, such as earthquake and slide, are no correlated. Taking
growth accounting approach, we then investigate the routes through which climatic disas-
ters affect economic growth. We find that climatic disasters have positive effects on econo-
mic growth by stimulating physical capital accumulation and growth in total factor produc-
tivity.
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１ はじめに
自然災害は毎年頻繁に発生し，人々の経済活動に大きな影響を与えている．例えば，中国は





経済成長に対し自然災害はどのような役割を果たしているであろうか？ Dacy and Kun-
reuther（1969）は自然災害が発生した後，GDPが増加する傾向があることを指摘している．






more and Toya（2002）は始めて長期的な経済成長と自然災害との関係について，世界 89 か国




































自然災害の散布図である．図１の横軸は各地域における 1964 年∼2005 年の平均一年当たりの
自然災害発生回数であり，縦軸は 1978 年∼2005 年の各地域一人当たり GDP の平均成長率で






．災害変数の t値は 2.571 であり，
各地域面積当たりの災害回数と経済成長もプラスの関係を示している．
























となる．ここで，by t/y tは一人当たり GDPの成長率，bA t/A tは TFPの成長率，bk t/k tは一人
当たり物的資本の成長率，bh t/h tは一人当たり人的資本の成長率を表している．












れる（Tol and Leek (1999)）．一方，災害により，物的資本の破壊による生産の低下のため，経






































































































も，有名なのはチベット察隅地区地震（1950 年８月 15 日，M8.5），唐山大地震（1976 年７月 28









害が江蘇省 13 回，浙江省 25 回，安徽省 10 回，福建省 30 回発生した．この４つの地域は中国
の東沿岸部と呼ばれる華東である．また，華南では湖南省 11 回，廣東省 40 回，廣西省 10 回，
海南省 12 回の台風被害をそれぞれ受けた．ほかの地域の台風は 10 回以下しかない．
洪水も台風と同様に，主に中国の東部と南部に発生している．華東では浙江省 11 回，安徽省
９回，福建省 15 回，江西省 18 回，山東省９回であり，華南では湖北省 18 回，湖南省 28 回，
廣東省 22 回，廣西省 13 回である．四川省は華東と華南に属していないが，台風と洪水の災害
が頻繁に発生した地域といえ，台風 15 回と洪水 22 回である．
3.3.2 地質的災害：地震・地滑り
地震は台風，洪水と比べ，それほど発生していないが，主に西南，西北，華北に集中的に発


















台風 洪水 地震 地すべり
華北
北京 4 0 0 0
天津 2 1 1 0
河北 5 3 3 0
山西 3 3 3 2
内モンゴル 4 0 4 0
東北
遼寧 4 4 3 0
吉林 3 6 0 0
黒龍江 2 6 0 0
華東
上海 7 0 1 0
江蘇 13 5 1 0
浙江 25 11 0 3
安徽 10 9 0 0
福建 30 15 1 1
江西 6 18 2 0
山東 4 9 1 0
華南
河南 2 7 0 0
湖北 6 18 0 1
湖南 11 28 0 1
廣東 40 22 2 1
廣西 10 13 1 1
海南 12 1 0 0
西南
重慶 2 5 0 3
四川 15 22 12 9
貴州 3 14 0 4
雲南 2 11 21 12
チベット 3 2 2 1
西北
陝西 1 7 0 1
甘肅 1 9 6 2
青海 7 1 4 0
寧夏 0 0 1 0
新疆 5 6 12 0








本稿の自然災害データはCRED（the Center for Research on the Epidemiology of Disasters）
により公表されている資料に基づいて作成した．作成手順は中国 31 省ごとに気候的災害と地
質的災害に分け，集計した．










ある．中国統計年鑑が 1996 年より教育データを毎年提供していることより，本稿は 1982 年，








































検証するためである．またもう１つとして，この３期間は（1978 年∼ 1987年，1987 年∼1996 年，1996
年∼2005 年）中国が 1978 年に改革開放政策を実施した以来，最初の農村請付け責任制の改革期間（1978








































指標として，学校平均教育年数の成長率がよく用いられているが（Barro and Lee (1993)），人的資本蓄積
と経済成長にプラスの影響があるという理論的仮説と一連の実証研究の結果には乖離が生じている
（Benhabib and Spigel. (1994)）．最近の研究では学校教育年数の変化分を用い，実証結果が理論的仮説と
整合的であることが指摘されている（Topel (1999), Krueger and Lindahl (2001), Toya et. al (2009)）．
表６ 人的物的資本蓄積およびTFPと自然災害 OLS推計
bk/k bh bTFP/TFP bk/k bh bTFP/TFP
全期間 三期間
(1) (2) (3) (4) (5) (6)
定数項 0.1962*** 0.1687*** 0.0577*** 0.2824*** 0.2074*** 0.0542**















気候的災害の頻度 0.0228* −0.0121 0.0027 0.0074* −0.0065 0.0041**
[0.0118] [0.0132] [0.0032] [0.0045] [0.0062] [0.0020]
地質的災害の頻度 0.0000 −0.0034 −0.0075* 0.0030 −0.0182* −0.0089***
[0.0119] [0.0136] [0.0041] [0.0050] [0.0101] [0.0018]
サンプル数 30 29 30 90 87 90
自由度修正済み
決定係数





























































推計方法 OLS 2SLS OLS 2SLS
(1) (2) (3) (4)
定数項 0.0285*** −0.1046 0.0238** 0.0322
[0.0099] [0.4444] [0.0098] [0.0282]
一人当たりGDP −0.0019* 0.0054 −0.0015 −0.0025
初期対数値 [0.0009] [0.0275] [0.0010] [0.0024]
出生率 −0.0384** 0.1102 −0.0339** −0.0542
[0.0135] [0.4970] [0.0138] [0.0382]
bk/k 0.3959*** 0.3554*** 0.4205*** 0.4104***
[0.0305] [0.1214] [0.0170] [0.0674]
bh −0.0308* 0.2221 −0.0133* 0.0327
[0.0177] [0.5630] [0.0079] [0.0572]
bTFP/TFP 0.9386*** 0.7514* 1.0114*** 0.8960***





サンプル数 29 29 87 87
自由度修正済み
決定係数
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平均 標準偏差 サンプル数 平均 標準偏差 サンプル数
年平均一人当たり実質GDP成長率 0.086 0.012 31 0.086 0.017 93
一人当たりGDP初期対数値 5.919 0.548 31 6.655 0.816 93
出生率 0.016 0.036 31 0.017 0.044 93
bh 0.125 0.016 29 0.125 0.044 87
bk/k 0.091 0.027 30 0.092 0.035 90
bTFP 0.047 0.007 30 0.046 0.013 90
気候的災害の頻度 0.382 0.34 31 0.576 0.632 93
地質的災害の頻度 0.094 0.162 31 0.134 0.303 93
